
：

2025 年 東大数学 文系第4 問 1

@ = g リが( ± 1. ) を L : goy91x)= 一主 (* 2
通 る時g ()= 10 al とおく
は: 1 x ' ial に代入 して

( _3) ｡ ℃ ( 9 .㎥ )
YEfix) か) - 冬 9(計 の領域は ｡ 11 tal= 王
1 )｡ ( 問別 1

y: -fise)
一 α @ Y : g (o) が (± 1 ,

0) を通る2

〉 9[
1 とき

g= fineg
Y .

1

eal に 代いし せ上限 (G= 2)
0 . 1 ltal a = - 1φ) のグラフは y y=g(x )

∞A の 場台
以上 から G=

-
1 . . まのときに場合分 け世 1

下に凸 の放物線 の
が分岐

0

0

a
ye上側 以下 ､略図

を描きながら ､増減を調べる
｡

y=gは
)( ) - 2 ≡ G [ - 1 のとき ( ii) a = - 1｡ AE0 の 場合

下 に凸 の放物線の
aの

YE0EO に

折 り返 したグ”の上倒↑感せ@品 ｡出｡
aは増加
増減これを踏まえ >Aが大きくなると 不明

面積増 えるは ≡ f1x) かつ 冬 g(x) かの - 1冷 (ET

の領域を
､

場合分けして 描いていく
｡

(iii ) - KGSO のとき

Aが大きくなると､

面積が増える所と､場合分 けの 前 に ､分岐する a の値 を調べる
｡

減る所 がある !(な
aが 大きなっ
新たに 発生した 減る面積

面積



文系第4 問②2025 年 東大数学
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